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����年４月に琉球大学医学部に法医学講座が開講さ
れてから, ����年３月で満��年となった. この��年間
に, 沖縄県のみならず日本全体の社会情勢は大きく変化
し, その変遷に伴って法医学を取り巻く環境も刻々と変
化を続けている. 近年では, 犯罪の見逃しや独居老人の
孤立死, さらには診療関連死を巡る問題が社会的な関心
を集めるとともに, 法医解剖ひいては法医学のあり方や
その意義が問われている. 今回我々は����年４月から

����年３月までに当講座で実施した法医解剖について
まとめ, その動向について検討を行ったので報告する.
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琉球大学法医学講座が設立された����年４月から
����年３月までの間に行われた法医解剖について, 各
年度別に司法解剖と承諾解剖の数, 男女別ならびに月別
解剖体数, 年齢と死因の種類について検討した. なお,
身元不明の白骨などでは解剖時に推定された性別に分類
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井濱 容子１)，深沢 真希１)，二宮 賢司１)，永井 匠１)，
福家 千昭１)，宮崎 哲次１)，沖山 秀彰２)

１)琉球大学大学院医学研究科法医学講座
２)沖縄県警察本部刑事部捜査第一課

(����年４月９日受付, ����年５月��日受理)
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し, 幅を持って推定された年齢についてはその中央値を
年齢とした. 死因の種類については, 他殺, 不慮の外因
死, 自殺ならびに病死に大別し, 死後変化などの影響に
よって死因が判断できなかったものについては不詳とし
た. 自殺かどうかの判断については, 解剖所見とともに
警察による捜査の状況なども参考にして判断した.
沖縄県の人口ならびに死亡数の統計については, 国勢
調査ならびに総務省の人口動態調査を参考にした１�２).
沖縄県における異状死体数については, 沖縄県警察本部
による死体取り扱い数 (交通関係を除く) とした. なお,
法医解剖率の算定については１月から��月までを１年
間とした解剖体数を使用した.
なお統計学的解析には ����	
��	���
��検定,
�	���
���
����検定ならびにカイ２乗 (独立性) 検定
を用い, 有意水準は������とした.
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����年４月から����年３月までに, 当講座で行われ
た法医解剖は ����体であり, 男性!� ��体 (" ��％),
女性�����体 (����％) であった. 対象期間における解
剖体数の推移については (#����) に示した. ����年
４月の開講以来, 経年的に解剖体数は有意に増加してお

り (�������), 特に����年度と����年度においては,
各年度の解剖体数が!��体前後までに急増していた.
沖縄県の人口は高い出生数を背景として, 人口増加率
��!％ (����年国勢調査) の増加傾向を示しており,
����年には県人口が�!�万人を突破した１). 人口の増加
とともに死亡数も増加し２), 人口に占める死亡数の割合
(死亡率) は有意に増加している (�������) ($
%���).
さらに, 法医解剖の対象となる ｢異状死体｣ は全国的に
年々増加傾向にあり, 我が国における異状死体総数は��
��年には�"万人を越え, ��年前の���倍にまで増加して
いる３). 本県においても異状死体数は年々増加し続けて
おり, 死亡数に占める異状死体の割合 (異状死体率) は
����年以降では��％を越え, 全国の異状死体率 (約��
％)３)とほぼ同じ水準となっている. 一方, 異状死体に
対する解剖率を計算すると, ����年時点では����％と非
常に高い解剖率であったが, 次第に減少し����年には
�� ％となり, 再び����年になって��％を越える解剖率
となった. 当講座で実施されている解剖体数は, 年度に
よって多少の増減はあるものの概ね一定であることから,
����～����年にみられる解剖率の低下は異状死体数の
増加を反映した結果であると考えられる. なお, 本県に
おける死亡数に対する解剖率をみると, 経年的に有意な
増加が認められた (�������).
解剖の種類別にみると全体の"�� ％ (!� !�体) が司
法解剖であり, � �&％ (�����体) が承諾解剖であった.
各年度ごとの承諾解剖の割合をみると����年度が最も
高く, 一年間の解剖の����％ ("�体) を承諾解剖が占め
ていた. なお対象期間において, 承諾解剖が司法解剖の
数を上回ったのは����年度だけであった. 以後, 承諾
解剖の割合は徐々に減少し, ���"～����年度では解剖
全体の��％台までに低下したが, それ以降～現在に至
るまで, 承諾解剖は解剖全体の��～!�％程度を推移し
ている. 犯罪捜査の一端として行われる司法解剖に対し
て, 承諾解剖は, 犯罪性はほとんどないと判断されたも
のの死因が判然としないために, 遺族の承諾をもって実
施される解剖である. 承諾解剖は, 非監察医地区におい
て死因究明と公衆衛生の向上などを目的として行われる
解剖で, 強制力があるか否かの相違はあるものの, 監察
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医地区で行われている行政解剖と同様の意義を持ってい
る. 承諾解剖に関しては各都道府県によって実施状況が
異なり, 当講座では開講時から多くの承諾解剖が行われ
ているが, 全国的に見ると承諾解剖を全く行っていない
地域も散見される.
各年度における性差を (�����) に示した. 対象期間
全体を通して, 男性が��～	�％前後を占めており, 各
年度によって大きな変化は見られなかった. 
�年前に
比較すると女性の社会進出が進んで活動の幅が広がって
いることから, 女性が事件や事故に巻き込まれる機会が
増えて解剖体に占める女性の割合が増加していることを
予想したが, 実際には女性の割合に有意な増加傾向は認
められなかった. 解剖症例の男女比については, 長期間
にわたる東京都監察医務院ならびに大阪監察医務院の統
計においても男性が��～	�％程度と報告されており４�７),
本結果と同様であった.
全解剖を実施月別に分類したところ, 若干ではあるが
解剖体数は７月に多く, ９月に少ない結果であったが,
月ごとの解剖体数に有意な差は認められなかった
(����
). この傾向は, 各年度においても同様の傾向を

示しており, 本県では一年間を通して解剖体数に大きな
変動は認められなかった. 一方, 東京監察医務院ならび
に大阪監察医務院の報告によれば, その年ごとに多少の
変動はあるものの, 全体としては異状死体の数は気温の
下がる冬期に増加し, 夏には減少する傾向があるとされ
ている４�７). 本県において季節による解剖体数に大きな
変動がないのは, 冬期にも��℃を下回ることはほとん
どない温暖な気象条件によるものと考えられる.
対象となった解剖例の年齢は０歳から最高齢は歳
であった. 年齢別にみると, ��歳代が最も多く, 次い
で��歳代, ��歳代の順であった (�����). 対象期間を
��年ごとに分けて年代別の解剖体数をみたところ, 最
も解剖体数が多い年代が�	�～��年度では
�～��歳
代であったものが, ��～����年度では��～��歳代に
移り, ����～����年度には��～��歳代に移動している
(�����). �	�～��年度, ��～����年度ならびに
����～����年度に分けて解剖体の年齢をみると, その
中央値は経年的に有意に上昇し, 解剖症例の高齢化が認
められた (�������). 一方, 解剖体の総数は増加して
いるにもかかわらず, ��～����年では��歳代以下の
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解剖体数が����～����年度に比べて有意に減少してい
る (���	���). 各年度ごとに年代別割合の推移をみる
と, ����年代以降から解剖全体に占める若年層の比率
が下がり, 高齢層の比率が上昇していることがわかる
(
��	). 特に, ��歳未満が解剖に占める割合を経年的
にみると, ����～����年度は��	�％であったのに対し,
����～����年度では��	�％, ����～����年度では�	�％
に低下していた. 一方, ��歳代以上が占める割合をみ
ると, ����～����年度は�	�％, ����～����年度は�	�％
であったのに対して, ����～����年度では��	�％にまで
倍増しており, 経年的に有意な増加が認められた (��
�	���). これらの結果は, 近年の少子化ならびに高齢化
を反映している可能性が考えられる.
一方, 分娩から��時間以内に死亡したと判断された
新生児では, そのほとんどが嬰児殺を疑われて殺人被疑
事件あるいは死体遺棄被疑事件として司法解剖となった
ものである. ��時間以内に死亡した新生児の解剖は��

年間で�体あり, 死後数年が経過して白骨化した状態
で発見されて解剖となったものも含まれていた. ��年
ごとに, ��時間以内に死亡した新生児の解剖体数の変
化をみると, ����～����年度は��体であったが, ����

～����年は��体, ����～����年度には��体と半減して
いた (
��	�). 犯罪白書によれば, ����年には全国で

約���件の嬰児殺があったが, ����年には��件を下回る
まで減少している８). 当講座における��時間以内に死亡
した新生児の解剖例の減少も, 全国的な嬰児殺の減少を
反映していると思われる.
死因を他殺, 自殺, 不慮の外因死, 病死ならびに不詳
に大別し, その割合を年度ごとに示した (
��	�). そ
の変化をみると, 各年度における他殺の割合が減少し,
自殺の割合が増加傾向にあることがわかる. ��年ごと
にみると, ����～����年度では��	�％を占めていた他殺
が, ����～����年では��	�％になり, ����～����年度
では�	�％と有意に減少している (���	���). 他殺の解
剖例は割合だけでなく実数としても減少しており, ����

～����年度では���体, ����～����年は���体であった
ものが, ����～����年度では��体と大幅に減少してい
る. 県内で発生した他殺事例は殺人被疑事件あるいは傷
害致死被疑事件として全て当講座で解剖されていること
から, 他殺の解剖体数の減少は他殺事案そのものが減少
していることを示しており, 近年の沖縄の社会秩序が安
定してきたことを反映していると考えられる. 一方, 自
殺の解剖体数は����～����年度は��体 (解剖に占める
割合は��	�％) で, ����～����年は���体 (��	�％) で
あったが, ����～����年度には���体 (��	�％) と大幅
な増加が認められた. 沖縄県では, ����年に人口��万
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人当たりの自殺死亡率が全国平均を上回って以降, 全国
的に見ても自殺死亡率が高い状態が続いており, ����
年には県内の自殺死亡数が���人を越えて大きな社会問
題となっている. 法医解剖例における自殺事例が増加し
ている背景には, 自殺死亡数の増加も影響しているが,
自殺事例に対する解剖率の上昇がむしろ大きな要因となっ
ていることが考えられる. 自殺死亡者の解剖率は, ����
年には���％ (自殺事例の解剖体数	自殺死亡数９)

＝
�	��
) であったが, ����年には
���％ (��	���)
となり, ��
�年には
���％ (��	��) と大幅に増加し
ている. 自殺と断定できない場合やわずかでも不審点が
見られる場合には, 積極的に解剖を行う傾向によって法
医解剖例における自殺事例が増加したと考えられる. ま
た, 病死の割合が
���～
��
年度 (����％) と
���～
���
年度 (���％) に比較して, ����～��

年度で����
％と増加していることも, 死因究明のために積極的に法
医解剖を実施していることが影響していると思われる.
なお, 他殺例では男性が���％ (��体), 女性が���％
(
��体) であり, 自殺例では男性が����％ (���体), 女
性が����％ (���例) であった. 自殺ならびに他殺の解
剖例の男女比については, 経年的に大きな変化はみられ
なかった.
死因究明には解剖が不可欠であるにもかかわらず, 我

が国における全国の法医解剖率は異状死体の
�％前後
にとどまっている３). 当講座では開講当初より ｢行政解
剖に準じた解剖｣ として多数の承諾解剖を実施するなど,
全国的に見ても積極的に多くの法医解剖を実施している.
解剖体数が���体前後にまで増加した��
�年ならびに
��

年においては, 沖縄県における異状死体に対する
法医解剖の割合が全国�位となり, 監察医制度を有して
いる神奈川, 東京, 兵庫に次いで高い解剖率であった.
近年, 異状死体の増加や犯罪死の見逃しが散見されてい
ることなどを受け, 本邦における死因究明制度の改革が
急務となっており, 死因究明制度研究会では��
年ま
でに解剖率を��％に, 将来的には��％に引き上げるこ
とを目標としている３�
�). 一方で, このような解剖率を
達成するためには現状の２倍の解剖医が必要であるとも
試算されており３), 解剖医の育成は全国の法医学講座に
とって重要な任務であると考える.

� �

１) 総務省�人口動態統計. [�����		��������������]
２) 沖縄県企画部統計課�沖縄県統計資料���サイト
[�����		����������� !������	��"�� ��	]

３) 中園一郎�我が国における死因究明制度の現状と課

井濱 容子 ほか ��

������������	



題－日本法医学会の対応と展望－．法医学の実際と
研究 �������，����.

４) 東京都監察医務院編�監察医務院死因調査統計年報,
昭和�	年版－昭和
�年版, 東京, ���������.

５) 東京都監察医務院編�事業概要，昭和
�年版－平成
�年版, 東京, ���������.

６) 大阪府監察医事務所編�大阪府監察医務 死因調査
統計年報, 昭和�	年版－平成��年版, 大阪, �����
����.

７) 大阪府監察医事務所�大阪府監察医事務所 監察医
務��年の歩み, 大阪, ���	.

８) 法務省�平成��年版 犯罪白書.
[�����������������������������������������������]

９) 沖縄県中央保健所�平成�年度 那覇・浦添地区
メンタルサポーターハンドブック, 沖縄, ����.

��) 警察庁�死因究明の在り方についての研究会
[�������   ���������������������!���������������"�]

琉大法医学講座における��年間の法医解剖��


